
九州大学学術研究都市の国際化

九州大学学術研究都市づくり

「国際村づくり（構想）」

○九州大学を核としてヒト・モノ・カネ・コト・情報を世界から呼び込む
○そのための産業づくり、地域づくり、人づくり、都市づくりを推進する

「地域の国際化に関する協定
（五者による連携協力）」

（課題）地域の国際化
留学生2,200人
そのほか

各国から研究者

国際交流
国際教育

国際理解の促進
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地域の国際化に関する協定と国際村構想について

地域の国際化に関する協定
【連携協力項目】
（１）留学生等の住居整備に関する

こと
（２）留学生等の短期滞在施設整備

に関すること
（３）留学生等の生活支援に関する

こと
（４）留学生等と地域との連携・交流

促進に関すること
（５）情報発信に関すること
（６）その他、上記目的達成のために、

五者が必要と認める事項

糸島市九州大学国際村構想
【課題解決のための施策】
（１）留学生等の住居及び滞在施設

の整備促進
（２）留学生等が快適に暮らせる生

活利便施設の整備促進
（３）留学生等の子どもが通うこと

のできる保育施設・学校等の充
実

（４）留学生等と地元住民、企業等
との交流機会の創出や交流施設
の整備検討

（５）公共交通の機能強化などキャ
ンパスまでのアクセスの向上

○五者による協定
○糸島市全域を対象

○糸島市独自の構想
○キャンパス隣接地区を対象

連動
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協定の目的と想定される役割について

地域の国際化に関する協定の目的
九州大学の留学生や外国人研究者を地域に
温かく受け入れ、国際交流、国際教育、
国際理解等を促進し、地域の国際化を図る

【糸島市】
○法的整備
○地元調整
○留学生等の子どもの保育、教育にかかる支援
○地元住民との交流促進
○いとしま国際観光大使事業による情報発信

など

【九州大学】
○留学生向け物件や短期滞在施設整備のための一
般的な留学生に関する情報提供
○物件情報を必要とする留学生への情報提供
○糸島地域の国際交流イベント等に関する情報発
信及び参加者の募集
○教職員への短期宿泊施設の紹介 など

【セトル㈱】
○留学生が求める物件の整備
○短期滞在に資する部屋の提供
○留学生の生活全般のケア
○留学生向け交流機会の創出
○留学生向け住宅内での糸島市情報の発信

など

【㈱西日本シティ銀行、㈱西日本FH】
○両替所・キャッシュディスペンサーの設置
○留学生の起業化支援（ファンド）の創出
○生活利便施設の誘致
○学生向け住宅や交流施設建設への融資
○情報発信アプリの開発

など
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九州大学と国際村の位置関係について

留学生向け住宅建設
予定地

国際村の位置
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協定の範囲と国際村の位置について

国際村の位置

協定の範囲

国際化を市全域に拡大
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